
類縁体の急性毒性について 参考資料５－１
※本一覧表は、[文献第41回厚20: Botana. 2014］を参照にして作成している。 （暫定版）

【パラメーター】MLD：最小致死量, LD50：50%致死量, LD99：99%致死量, LD100：100%致死量

TTX又は類縁体 分離された主な生物 試験方法 パラメーター
急性毒性   （μ

g/kg 体重）
マウスの系統 （参考）第41回厚20: Botana. 2014の参照文献

MLD 8 CF1 第41回-厚20-602: Kao CY et al., 1963
LD50 8.5 ddY 第41回-厚20-603: 川崎 他. 1973

LD50 10.7 Kunming 第41回-厚20-605: Xu Q et al., 2003

LD100 12 CF1 第41回-厚20-602: Kao CY et al., 1963

LD50 332 ddY 第41回-厚20-621: Sakai F et al., 1961

LD50 532 Kunming 第41回-厚20-605: Xu Q et al., 2003

LD100 600 BALB/ｃ 第41回-厚20-618: Xu Q-H et al., 2005

静脈内投与 LD50 8.2 － 第41回厚20-622: Tsuda K et al., 1964

11-oxo-TTX

コクテンフグ, ヒガンフグ,
コモンフグ, スベスベマ
ンジュウガニ, ブチイモ
リ, コガネガエル科カエ
ル, キンシバイ

腹腔内投与 LD99 16 ddY
第41回-厚20-606: Yotsu-Yamashita M　et al.,
2003

4-epi -TTX

トラフグ, コモンフグ, ヒ
ガンフグ, クサフグ, ハチ
ノジフグ, ミドリフグ, イモ
リ, 扁形動物,

腹腔内投与 LD50 64* ddY
第41回-厚20-607/第41回-提10-8:
Nakamura M, Yasumoto T. 1985

6-epi -TTX フグ, イモリ 腹腔内投与 LD50 60 ddY 第41回-厚20-608: Yasumoto T et al., 1988

5-Deoxy-TTX
コモンフグ, ヒガンフグ,
クサフグ, ハチノジフグ,
ミドリフグ, 扁形動物

腹腔内投与 MLD >320 ddY
第41回-厚20-609: Yotsu-Yamashita M et al.,
1999

TTX

トラフグ,  ヒガンフグ, コ
モンフグ, クサフグ, ハチ
ノジフグ, ミドリフグ, カラ
ス, ナシフグ, ショウサイ
フグ, ゴマフグ, アカメフ
グ, マフグ,
メフグ, シマフグ, ムシフ
グ, サンサイフグ, ナメラ
ダマシ, キタマクラ,
ヨリトフグ, ホシフグ,  モ
ヨフグ, クマサカフグ, カ
ナフグ,センニンフグ, ド
クサバフグ, クロサバフ
グ, シロサバフグ, イモリ,
巻貝, ヒトデ, カニ, タコ、
ヒモムシ, 扁形動物　等

腹腔内投与

経口投与



TTX又は類縁体 分離された主な生物 試験方法 パラメーター
急性毒性   （μ

g/kg 体重）
マウスの系統 （参考）第41回厚20: Botana. 2014の参照文献

11-Deoxy-TTX

コモンフグ、ヒガンフグ、
クサフグ、ハチノジフグ、
ミドリフグ、扁形動物、イ
モリ

腹腔内投与 LD50 71 － 第41回-厚20-608: Yasumoto T et al., 1988

6,11-Dideoxy-TTX
コモンフグ, ヒガンフグ,ク
サフグ, ハチノジフグ, ミ
ドリフグ, 扁形動物

腹腔内投与 LD50 ～420 ddY 第41回-厚20-610: Jang J-H et al., 2007

8,11-Dideoxy-TTX 合成 腹腔内投与 MLD >700 ddY
第41回-厚20-611: Yotsu-Yamashita　M et al.,
2003

5,6,11-Trideoxy-TTX
コモンフグ, ヒガンフグ,
クサフグ, ハチノジフグ,
ミドリフグ, 扁形動物

腹腔内投与 MLD 750 －
第41回-厚20-612: Yotsu-Yamashita　M et al.,
1995

4,9-Anhydro-TTX
トラフグ, クサフグ,ハチノ
ジフグ, ミドリフグ, イモリ

腹腔内投与 LD50 490* ddY
第41回-厚20-607/第41回-提10-8:
Nakamura M, Yasumoto T. 1985

11-nor -TTX-6(S )-ol ヨゴレフグ 腹腔内投与 LD50 54 － 第41回-厚20-613: Yotsu M. 1992

11-nor -TTX-6(R )-ol クサフグ 腹腔内投与 LD99 70 － 第41回-厚20-614: Endo A et al., 1988

Chiriquitoxin ヤドクガエル 腹腔内投与 LD50 14* ddY
第41回-厚20-615: Yotsu-Yamashita M et al.,
2010

4-S -Cysteinyl-TTX ヒガンフグ 腹腔内投与 MLD >140 ddY
第41回-厚20-616: Yotsu-Yamashita M et al.,
2005

4-S -Glutathionyl-TTX ヒガンフグ 腹腔内投与 MLD >860 ddY
第41回-厚20-616: Yotsu-Yamashita M et al.,
2005

「 － 」について：文献第41回厚20: Botana. 2014に記載なし。
「 *　」について：文献第41回厚20: Botana. 2014の文表中に引用されている参照文献（原著）ではMUで報告されている。

※類縁体の中で、テトロドン酸の毒性については、マウスの静脈内投与試験において、300 mg / kg の投与量でも致死とならなかったことから、
　テトロドン酸のMLDの値は、300 mg / kg よりも大きいとされている(第41回厚20-622: Tsuda K et al., 1964)。
  テトロドン酸は、トラフグからも分離されている（第39回-31. 渕 祐一　他　1988）。

＜主なフグの名称＞
トラフグ（Takifugu rubripes ),  ヒガンフグ（T. pardalis ), コモンフグ（T. poecilonotus ), クサフグ（T. niphobles ）, ハチノジフグ（T. biocellatus ),
ミドリフグ（T. nigroviridis ), カラス（T. chinensis ）, ナシフグ（T. vermicularis ), ショウサイフグ（T.  snyderi ）, ゴマフグ（T. stictonotus ), アカメフグ（T. chrysops ),
マフグ（T. porphyreus ), メフグ（T. obscurus ), シマフグ（T. xanthopteus ), ムシフグ（T. exascurus ), サンサイフグ（T. flavidus ), ナメラダマシ（T. pseudommus ),
キタマクラ（Canthigaster. rivulata ), ヨリトフグ（Sphoeroides pachygaster ), ホシフグ（A. firmamentum ),  モヨフグ（A. stellatus ), カナフグ（L. inermis ),
クマサカフグ（Lagocephalus oceanicus ), センニンフグ（L. sceleratus ), ドクサバフグ（L. lunaris ), クロサバフグ（L. gloveri ), シロサバフグ（L. spadiceus )
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